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小
村
外
務
大
史
よ
り
久
保
田
文
部
大
臣
へ
宛
て
た
る
遍
告
國
交
衛
絶
宣
戦
布
告
日
露
戦
争
の
原
因
■
、廣
東
に
派
遣
さ
れ
た
清
朝
の
欽
差
大
臣
林
則
除
が
、
英
人
の
手
に
あ
る
阿
片
を
焼
却
せ
し
め
た
事
を
直
接
の
原
因
と
す
る
阿
片
戦
争
の
南
京
條
約
（
一
八
四
四
年
）
や
、
英
國
汽
船
ア
ロ
ー
號
事
件
の
天
津
條
約
（
一
八
五
八
年
〕
等
の
結
果
、
英
米
佛
露
の
極
東
進
出
は
餘
ｂ
に
顯
著
な
嘉
賞
で
あ
る
が
、
本
節
に
必
要
な
る
露
國
に
つ
い
て
は
、
夙
望
達
成
の
過
程
と
し
て
、
鴨
緑
江
森
林
會
肚
の
西
北
部
朝
鮮
に
勢
力
を
扶
植
せ
ん
と
し
た
の
は
、
我
が
國
の
權
盆
を
侵
略
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
一
一
一
十
六
年
八
月
十
一
一
日
、
我
が
國
よ
り
提
議
せ
る
協
商
條
件
は
露
國
の
容
る
笏
所
と
な
ら
す
、
遂
に
翌
三
十
七
年
一
一
月
六
日
の
國
交
断
絶
と
な
り
、
一
一
月
八
日
に
は
我
が
艦
隊
の
旋
順
口
襲
撃
と
な
り
、
一
一
月
十
日
に
は
宣
戦
布
告
が
發
せ
ら
れ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
今
次
の
支
那
事
愛
が
未
曾
有
の
事
態
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
國
力
の
充
實
せ
る
黙
に
於
て
は
較
ぶ
べ
く
も
な
く
、
従
っ
て
當
時
に
於
け
る
國
民
の
覺
悟
は
、
恐
ら
く
想
像
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
言
す
る
に
輝
ら
な
い
の
で
あ
る
。
時
の
外
務
大
臣
小
村
篝
太
郎
氏
は
、
久
保
田
文
部
大
臣
宛
左
の
如
く
通
告
を
發
し
て
ゐ
る
。
機
密
蓬
第
一
號
あ
ら
う
。
而
し
て
同
會
其
後
の
動
向
に
就
い
て
は
、
談
話
會
、
講
演
會
、
端
艇
競
漕
等
種
々
の
行
事
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
等
は
一
切
●
熊
本
高
等
工
業
學
校
沿
革
史
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
帝
國
政
府
ハ
日
露
協
商
ニ
關
ス
ル
商
議
ヲ
断
絶
シ
帝
國
ノ
自
衛
上
竝
二
權
利
及
利
益
ノ
防
衛
上
必
要
ト
思
考
ス
ル
凋
立
ノ
行
動
ヲ
採
ル
コ
ト
竝
二
露
國
政
府
ト
外
交
關
係
ヲ
絶
チ
我
公
使
館
ヲ
引
揚
ク
ル
コ
ト
ー
一
決
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
本
月
五
日
在
露
帝
國
公
使
一
一
對
シ
右
ノ
趣
露
國
政
府
二
通
牒
ス
ペ
キ
旨
電
訓
二
及
上
候
虚
同
公
使
ハ
翌
六
日
ヲ
以
テ
右
訓
令
ヲ
執
行
シ
來
ル
十
日
頃
同
地
撤
退
ノ
コ
ト
ニ
相
成
候
仏
テ
今
入
日
本
邦
駐
剖
露
國
公
使
一
一
知
照
シ
雨
國
ノ
外
交
關
係
ハ
既
二
断
絶
シ
タ
ル
ニ
付
本
邦
一
一
於
ケ
ル
同
公
使
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五
三
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
、
闇
第
六
節
日
露
戰
爭
當
時
よ
り
明
治
末
年
ま
で
の
龍
南
(年九十三治明）圖略校學等高五第
二
五
一
一
明
治
参
拾
二
年
二
月
右
願
書
に
は
六
月
十
四
日
と
あ
る
の
に
、
會
則
に
は
二
月
と
あ
り
、
而
も
五
月
號
の
雑
誌
に
は
既
に
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
依
る
か
を
詳
に
し
な
い
が
、
中
川
校
長
よ
り
發
せ
ら
れ
た
工
友
會
設
置
指
令
は
、
六
月
十
四
日
付
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
、
工
友
會
の
成
立
は
こ
の
日
と
定
む
く
き
で
文部省の
通
知
と
注
意龍南曾雑
践
の
記
事
木場文部
次官の通
牒
Ｐ
ｂ
明治三十七年一一月九日
文
部
次
官
法
學
博
士
木
場
貞
長
第
五
高
等
學
校
長
櫻
井
・
房
記
殿
而して文部省からは、次の如き通知と注意とを發した。
宣戦ノ詔勅ヲ拝讃シテ之ガ爲二里校外二於テ行列運動ヲ爲スガ如キハ然ル可カラズト省議決定セリ（二月十日
今、同年二月二十日發行の龍南會雑誌第百四號の雑報「龍南だより」には、
今や帝國は千載一過の好機に際會し、國民の意氣頗る昂れるを見候。而かも眞正に帝國の運命を決すべきは御
丁Ｄ
互の任に候はかや、己を治め人を治むるの道は各自叺修養に待たざるべからかして、いふまでもなく教場は主
に記臆の練習所、智穂に於て多く奥へざれば、龍南會は幾分此欠を補はんとする者、會員一同充分各部を利用
して相互に得る所あらんを期し居り候、希くは諸兄も居る所に於てペストを蓋し邦家のため學界のため大に白
外
務
大
臣
男
爵
小
村
壽
太
郎
文
部
大
臣
久
保
田
護
殿
依って文部次官木場貞長氏は、櫻井校長宛左の如き通牒を震したのである。
今般露國トノ交渉事件二關シ外務大臣ヨリ別紙ノ通り通報有之何時開戦ノ結果ヲ兇ルー一至ルャモ難計其場合一一
於テハ國家政務ノ全般一一亙り重大ナル關係ヲ及ホスヘキ義二有之候條貴官二於テモ虚務上一層ノ御注意相成度
の記事があり、又、一一一月十三日發行第百五號の雑報「紀元節」にも、
梅蕾南枝に綻び初めて早鶯春信を斎らす一一月十一日、紀元節の祇典を雨天篭操場に曇げらるシや、午前九時三
十分職員生徒一同東向して御眞影を拝し、君か代の歌を三唱して帝國の稜威年と共にますノー隆なろを誕歌
椎みれば日東の一海鳥、草葬未だ八洲を鎖せし時、皇組榊武英邇の資を以て自ら斧銭を執り給ひ、四方を一統
して畝傍山麓千秋動かざる國基を定め給ひてより、皇統一系速綿として上に照臨在まし、今明治の聖世に及び
て正に一一千五百六十有四の春秋を累ぬるに至りい、皇天の祐助に氷なへに金廟疵な言斯の土に垂れて國運盆を
進展し、正大の浩氣は忠勇類なき斯の民に鐘まりて士氣盆々旺盛、廣表僅かに二蔦七十方哩を擁する一小島は
隠然東半球の覇國となれｂ、鳴呼また盛なる哉。
而も昨日陛下は露國に對して宣戦の大詔を發し給へり、満天の雲西に走って入洲敵愉の氣宇、まさに入紘を
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
二五五
付
&.ノ
此際官立學校ノ畢動ハ公私立學校二影響ヲ及ホス可キー一依り特二注意シ本月十日ノ訓令ノ趣旨一一連ハサルョウ
セラレグシ委細ハ書面・文部次官（二月十一一日付）
せり。
愛せられんことを所申候。
依命此段及通牒候也
第
一
章
第
五
高
等
學
佼
前
期
ノ任務モ絃一一経了二歸シクル旨及通告置候此段御通報申進候也
明治三十七年一一月八日
二
五
四
’噸Ⅷ匪鰍慨 優撮なる御沙汰下賜
（中略）忠勇箸れ高含大和魂、精鋭鮫びなき日本刀、四方の醜草幾くか其横蔓を暹うし得べき・金鶏の光燦とし
て日星の如し。鳴呼明治一一一十七年の紀元節、青史は氷しへに此の日を記せん、絃に謹んで之を祇す。
と結んでゐる。更に叉、「演説部例會」の陳には、遠山部長の批評を、
佐々木君を除けば演ぶる塵凡べて精榊問題に關す、之れ現下の時局に於ては餘裕緯々と云は淨云はるべきも、
寧ろ時事に應ぜる題を可とす、古來雄祷家は時代を俟て輩出するもＱ若し英米をして我國今日の状態あらし
“めば、其の時局を論するの壯想見するに堪へたり。云々
と記してゐる。而してこの批評を以て前の一一つの例に比べると、一見如何にも予盾してゐるやうではあるが、時
局重大の折といへども、徒らに奇矯なる言動を敢てし、居常の日課を忽せにするが如きことは。むしろ之を少と
すべく、要は一撃手一投足の間にも、時局の認識に誤りなからんことを期しつく他日國家肚會の爲に確乎不動
の信念を把持して勵精すべきであることは一一一一目ふまでもない。而して明治一一一十七年七月十一日、天皇陛下に於か
せられては、畏くも東京帝國大學に行幸あらせられて、
軍國多事ノ際卜雌モ教育ノ事は忽一一スヘカラス其局一一鴬ル者克ク勵精セョ
との優渥なる御沙汰を腸はったのである。。
同年十月一一十八日發行第百七雛の雑報「新入生藷君を迎ふ」の一文に、
（上略）われは断言す、今の如き我校風の状態は決して其本質にあらず、（中略）疑もなく今や校風の過渡期なり
（中略）今の状態の何ぞ不得要領なるや。分髪裁然としてコスメの色鮮かに、天下の粋士乃公に非ずんばと氣取
り玉へるあれば、惰然として力なき哉、帽は鳥打帯は縮緬ひよるノーとして街衡にうろつき玉ふもあり。靴は
何とやらの別仕立洋服はその光澤よきものならではと朝夕氣を操むらむは何虚の方ぞ。（中略）今や誠にこれ
校風の危機也、過渡期也。決して我豪毅と謙譲とを標傍して立つべき五高校風の本然の性質に非す。あらゆる
諸子の覺悟を要求せむとすろは、即諸子が綿て皆超然として、今の一一三年生によりて形成せられたる、と云ふ
よりも、寧ろ、雑然として外形を成すに足らざる今の校風以外に特立して、更に五高本來の校風を探り、自己
の責任を自覺せられむことこれ也。
（中略）従て我島帝國の現代が第一に要求せる傑士を得る能はざる時ならすとせむや。五高の現代に負へる責任
は、決して學究を出し賞世才子を出すに非かして、我民族本來の運命を双肩に荷ふくき「人」を作るにあり、
西海氣風に揮一融化せられたる男子を産出するにあり。（中略）今や全國畢生の氣風、たぢ外装の華美を求むる
に汲々たり。（中略）されども我五高は決して此滑々たる弊風の掃蕩に許雰すべからず。五高よ・白三筋の帽章
で
℃
マ
□
よ、汝が責任の如何に大なるかを顧みよ、二口人は大馨、豪毅と朴納とを呼號して止まざると共に、断を乎とし
て彼ハイカラなる奴原を排斥す。（下略）
第
一
章
第
五
高
等
學
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ず、落したるもの控
べき諸子に非ずや。
展くらるべき未來は光明か、堕落か、しかも汝の者は汝自らせざるべからか、蒔きたるものは刈らざる．へから
す、落したるものは拾はざるべからか、之が救濟の策を講究すべきは吾人竝に之よりして校風作成の分子たる
呑まんとす。
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
五
六
桂内閣総
理大臣に
下し賜へ
る
勅
語
熊本學生
講武會開
會の瀞
》》騨唯●
一一一十八年三月十日發行第百十號棚筆の爵には、
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
熊
本
畢
生
講
武
會
々
長
櫻
井
房
記
而してこの講武會なるものは、一一一十七年十月十日を以て下し腸へる聖旨を泰戴せるものと察すべきではある圭
いか。
第一章第五高等學校前期
一一五八
とあるが如き煉慨や、同年十一月三十日發行第百八號雑件のクヂス會の批評の如きを、在来の情勢に對抗せんと
する時代の反映と見るのは、果して誤ってゐるのたらうか。
それかあらぬか、三十七年十月一一一十日には、櫻井本校校長、小柳師範學校長・井芹濟々費長及び野田熊本中學
校長諸氏協議の結果、熊本畢生講武會なるものの出現を見、同日その發會式を兼ねて、第一同演武大會が本校に
於て學行せられたのである。今その開會の瀞を讃汀に、
熊本畢生誌武會ハ畢生ヲシテ共同一致武徳ヲ修養シ士氣ヲ振作セシメンガ爲〆一一起リシモノナリ、精榊ヲ練磨
シ心膿ヲ箪固ナラシメンガ爲〆二輿リシモノナリ、柔弱ノ風一一胃サレズ儒弱一一階ラザラシメンガ爲メニ設立セ
開戦以降朕ノ陸海軍ハ兎ク其忠勇ヲ敦シ官僚衆朕其心ヲ一一一シ以テ朕力命ヲ遵奉シ着々共歩ヲ進〆今日一一及フ
然しトモ前途尚遼遠ナリ堅忍持久盆々奉公ノ誠ヲ錫シ以テ経局ノ目的ヲ達スルコトヲ努メョ
ノ爲〆一一長大息スペキ一一非ズャ、是一一於テ本會ヲ設立シテ武士道ヲ奨勵シ、畢生ノ元氣ヲ鼓舞シ、大ハ祁州特
有ノ大和魂ヲ修養シ、小ハ九州男子ノ眞面目ヲ保持セントミ則チ本會ノ會員タルモノ徒二技術ノ末二趨リ畢
生ノ本分ヲ忘レテ卑劣ノ行動ヲ爲スペカラズ、勝シ’一卑劣ノ行動ヲ以テスルハ良心ノ仇ナリ、正義ノ賊ナリ、
敗ルルモ其心一一灰シキ所ナヶレバ是レ名譽ノ戦死タルナリ、故二諸子ノ武ヲ識ズルャ宜シク鵬ヲ以テ闘上、氣
ヲ以テ勝チ、以テ精榊ノ練磨二資シ、併セテ本會ヲシテ學生ノ中堅グラシムペシ、則チ本會ノ隆盛、日ヲ期シ
テ侍ツペキナリ、是ヲ開會ノ瀞トナス
テ侍ツペキナリ、是ヲ開會
明
治
汁
七
年
十
月
三
十
日
性フニ九州ノ地クルャ由來剛毅ト質撲トヲ以テ天下一一稀道セラル、故一一九州男子ヲ目スルー一男子ノ中ノ男子ヲ
以テスルモノァルモ亦偶然二非ザルベシ、特二熊本ノ地タルャ藤肥州以来尚武ヲ以テ名アルモノ弦二三百餘年
ナリ、然ル一一近来肚會ノ風潮ハ西海ノ岸ヲ柏チテ將一一九州ノ美風ヲ一掃セントス、是し識者ノ大二憂慮スル所
ニシテ、畢生識武會ノ今日此虚二起りシ所以ナリ０
翻テ時局ノ大勢ヲ察スル一一王師堂々萬里ノ外二連戦連捷ノ功ヲ秦シ、將士進ンデ馬前一一敵ヲ篭シ、陣中二戈ヲ
枕シ、千辛萬苦唯君アルヲ知リテ身アルヲ知ラズ、死アルヲ知リテ生アルヲ知ラズ、是し賞一一二千五百餘年間
修養シ來レル榊州ノ精華一一シテ、欧米各國ノ驚歎セル所ナリ、然ル一一内二在ルノ青年、・異日將二大ニ爲スアラ
ントスルモノ、愉儒柔媚俗ヲ成シテ、矯署ノ風日一一長ジ、堅忍不抜ノ氣象將二錯失セントス，是し登邦家前途
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ
明
治
三
十
七
年
十
月
十
日
二
五
九
｜凸
の
ｒ
Ｆ
ｐ
Ｐ
１
■
Ⅱ
：
■
□
咄
』
！
文
部
大
臣
の
警
告
電
報 出
征
職
員
に
對
す
ら
激
動
東
郷
大
將
に
鐘
逵
せ
る
富
眞
の
説
明
書
旅
順
階
落
祀
賀
式
校
風
の
危
機
を
慨
く
日
本
海
海
戦
呪
賀
式
常
陸
山
闘
来
る
中
堅
念
の
出
現
久
保
田
文
部
大
臣
の
祀
詞
電
報
．
。
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（
上
略
）
吾
人
は
こ
シ
に
此
一
年
を
以
て
我
籠
南
歴
史
上
最
一
息
義
あ
る
べ
き
一
年
な
り
し
を
断
じ
て
疑
ふ
所
な
か
ら
む
と
す
何
ぞ
や
我
島
帝
國
が
空
前
の
活
躍
に
奮
進
し
た
り
し
年
也
我
校
風
の
危
機
な
め
し
年
な
り
。
五
十
嵩
の
貌
鮴
｜
た
び
満
洲
の
砿
野
に
動
い
て
よ
り
花
冠
燦
然
と
し
て
若
き
此
勇
者
が
頭
上
五
彩
欄
た
り
坤
輿
の
萬
邦
眩
目
蒼
憧
讃
し
て
後
れ
ん
事
を
仁
雰
恐
る
此
の
如
き
外
形
の
雄
飛
は
更
に
促
す
に
内
部
の
堅
實
と
固
執
と
を
以
て
し
た
り
昏
為
冥
々
の
樫
無
形
の
戈
矛
を
―
以
て
し
た
る
奮
闘
の
勝
利
は
之
を
得
る
唯
一
の
手
段
に
し
て
而
し
て
眞
藝
と
献
身
的
熱
誠
と
は
爲
に
要
す
る
最
急
の
利
器
に
非
か
や
し
か
も
現
代
青
年
の
風
潮
ひ
と
へ
仁
浮
華
と
輕
薄
と
を
求
め
て
此
利
器
を
無
頑
し
背
馳
す
る
こ
と
日
一
日
に
急
も
し
そ
れ
た
ち
て
奮
然
之
に
逆
航
す
る
も
の
な
く
ば
祗
震
の
前
途
や
笈
々
乎
と
し
て
危
い
哉
・
（
下
略
）
と
あ
り
、
．
又
、
同
年
一
月
十
一
日
に
は
、
午
前
九
時
よ
り
．
旅
順
陪
落
祀
賀
式
を
墨
行
し
、
式
後
隊
伍
を
塾
〈
て
、
職
員
と
共
に
花
岡
山
に
登
っ
て
、
大
元
帥
陛
下
陸
海
軍
萬
歳
を
三
唱
し
、
歸
途
第
六
師
團
司
令
部
に
至
っ
て
、
同
じ
く
陸
軍
萬
歳
を
醜
し
⑪
隊
伍
の
ま
シ
歸
校
し
て
ゐ
る
。
以
て
當
時
に
於
け
る
寵
南
人
の
意
氣
を
察
す
る
に
足
る
。
而
し
て
そ
の
年
の
六
月
二
日
に
は
、
日
本
海
海
戦
祝
賀
式
を
墨
行
し
た
る
後
、
教
員
生
徒
一
同
山
崎
新
市
街
に
出
か
け
、
大
い
に
祀
意
を
表
し
た
こ
と
は
、
六
月
十
六
日
、
東
郷
大
將
宛
に
送
達
せ
る
嶌
眞
の
説
明
書
を
以
て
も
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
文
に
曰
く
、
貴
艦
隊
〈
日
本
海
二
於
テ
敵
艦
隊
ヲ
鍛
滅
シ
砿
前
ノ
偉
勲
ヲ
秦
セ
ラ
ル
錘
一
一
熊
本
一
一
於
ケ
ル
官
縣
立
學
校
職
員
生
徒
一
一
一
千
五
百
餘
名
慶
祇
ノ
誠
意
ヲ
表
セ
ン
力
爲
’
二
同
撮
影
シ
紀
念
ト
シ
テ
之
ヲ
閣
下
ノ
坐
右
二
呈
セ
ン
ト
ス
翼
ク
ハ
受
納
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
若
し
夫
れ
我
が
稜
よ
り
出
征
せ
る
二
宮
哲
一
一
一
・
早
崎
勧
二
教
授
、
島
野
四
平
・
横
田
五
郎
二
助
教
授
、
嘱
託
教
員
宇
野
親
時
、
書
記
蒲
池
玄
造
、
雇
島
田
正
彦
，
同
山
田
山
、
前
鑑
操
教
師
前
田
肇
、
同
田
副
正
人
の
諸
氏
に
對
す
る
激
勵
や
、
一
一
一
十
九
年
三
月
一
一
一
シ
以
テ
国
家
ガ
諸
子
一
一
期
待
ス
ル
虚
一
一
副
ハ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
今
ャ
皇
師
連
戦
連
捷
威
武
中
外
一
一
場
ル
然
リ
ト
雌
モ
國
運
ノ
伸
張
一
一
件
上
國
家
ノ
前
途
愈
畠
多
事
一
一
國
民
ノ
責
任
盆
々
大
ナ
リ
諸
子
是
ヲ
思
ウ
テ
一
層
奮
勵
ス
ル
所
ア
ル
ペ
シ
第
一
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一
一
一
ハ
’
『
Ｇ
Ｄ
ｌ
Ｖ
０
叩
ｇ
ｐ
Ｕ
ｈ
ｕ
西
ｖ
句
】
●
⑬
ケ
げ
ょ
－
０
５
叩
〃
山
ｊ
Ｄ
ｐ
Ｂ
Ｒ
Ｆ
。
Ⅲ
拓
則
■
■
Ⅲ
詞
再
一
珀
勾
門
司
ｄ
０
■
■
山
■
屯
田
Ｕ
可
引
刀
Ｉ
Ⅱ
ｑ
ｑ
Ｐ
Ｐ
叩
『
Ⅱ
七
可
凹
賀配勝大戦々海本日
日
、
第
六
師
團
司
令
部
以
下
凱
旋
將
兵
の
歓
迎
、
四
月
五
・
六
両
日
渡
鹿
練
兵
場
に
於
け
る
臨
時
招
魂
祭
参
拝
の
加
き
に
至
っ
て
は
、
絃
に
更
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
、
國
民
と
し
て
當
然
の
こ
と
を
爲
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
く
合
で
あ
ら
｝
卍
か
餌
ろ
間
に
本
校
は
、
同
年
四
月
一
月
を
以
て
、
工
學
部
に
關
す
る
校
務
引
渡
が
、
櫻
井
・
中
原
一
一
校
長
の
間
に
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
三
十
八
年
四
月
十
一
一
一
日
に
は
、
常
陸
山
關
を
迎
へ
て
土
俵
樫
に
籠
鍵
虎
榑
を
演
じ
た
る
あ
り
、
五
月
二
十
五
日
に
は
、
修
養
團
艫
た
る
中
堅
會
の
出
現
あ
り
て
衝
動
を
與
ふ
る
あ
り
、
七
月
一
日
の
卒
業
式
に
は
、
文
部
大
臣
久
保
田
護
氏
よ
り
、
祇
詞
の
電
報
が
來
ろ
な
ど
、
記
す
べ
き
こ
と
少
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
中
に
就
い
て
卒
業
式
に
於
け
る
文
部
大
臣
の
祀
詞
に
至
り
て
は
、
固
よ
り
空
前
の
こ
と
で
あ
る
。
本
大
臣
ハ
諸
子
ノ
光
榮
ア
ル
卒
業
ヲ
疵
シ
併
セ
テ
諸
子
ガ
龍
ク
本
校
教
養
ノ
趣
旨
ヲ
鰹
シ
盆
☆
其
學
識
技
能
ヲ
錬
磨
シ
操
行
ヲ
槙
ミ
身
鴎
ヲ
健
全
一
一
●
Ｐ
虫
二
回
■
■
」
ロ
１
１
日
ザ
よ
●
ナ
ド
Ⅲ
①
３
１
Ｔ
七
｜『
い
》
１
，
。
！
・
・
Ｂ
ｒ
・
；
１
１
韓
校
事
件
禁
酒
條
項
塵
止
職
員
の
移
動据
任
教
官
制
度
生
徒
監
の
増
員
武
夫
原
頭
そ
れ
北
輔
件
顛
末
報
告
」
参
看
）
一
一
一
十
九
年
三
月
工
學
部
凋
立
、
四
十
年
六
月
の
禁
酒
條
項
艤
止
、
四
十
一
年
一
月
九
日
に
は
櫻
井
校
長
の
静
職
、
松
浦
校
長
の
新
任
、
｜
月
二
十
四
日
に
は
渡
邊
教
頭
・
伊
藤
生
徒
藍
・
高
木
教
授
の
休
職
、
二
月
二
日
に
は
由
比
教
授
の
新
任
二
月
七
日
に
は
武
藤
教
授
の
休
職
、
二
月
十
八
日
に
は
關
教
授
の
休
職
等
、
慌
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
該
事
件
の
餘
波
と
見
る
べ
く
、
婚
任
教
官
制
度
や
生
徒
藍
の
噌
員
等
も
、
そ
れ
と
何
等
か
の
關
連
が
あ
る
に
相
違
あ
る
ま
い
。
而
し
て
文
部
大
臣
は
、
九
月
七
日
電
報
を
以
て
、
昨
今
都
下
ノ
物
情
甚
ダ
ネ
橇
ナ
レ
バ
地
方
一
一
於
テ
モ
警
戒
ヲ
要
ス
ル
事
勘
カ
ラ
ザ
ル
ペ
シ
詳
細
ノ
事
實
ハ
縣
臓
一
一
分
り
居
ル
ナ
ラ
ン
貴
校
一
一
於
テ
モ
充
分
警
戒
シ
且
シ
職
員
生
徒
ノ
學
動
萬
一
ニ
モ
不
都
合
ヲ
生
ズ
ル
ガ
加
キ
事
ナ
キ
様
特
一
一
注
意
ア
レ
東京帝國大學寄贈之歌
餌
戸
。
Ⅱ
明
治
三
十
八
年
七
月
一
日
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期
１
１
‐
埴
．
Ｌ
‐
！
‐
Ｉ
､●
､〕ｂ 凶、 け． 仁
一
』
シ
フ
ー
』
と
三
一
一
心
、巴
くさもえて
逵菫＝逹司三
、」
一
‐
－
１ ■ソ
なま 刀） あ まの ゆ ｂ
Ｌ
〈 Ｐ】 い リ
Ｉ
ニヨ
たつた.、 の や王に あきＩＤ IU1 て
軍
「
力 ワか ね と プ王き つき力、 一
一
一
Ｊ
『
■
も
Ⅲ
－
】
ロ
』
●
切
田
泊
－
Ⅱ
●
し
句
匹
刃
・
■
‐
廿
一
Ｊ
０
二
Ｏ
Ｊ
Ｔ
０
ｆ
用
■
口
已
Ⅱ
？
■
・
ロ
－
－
■
こ
●
■
Ｏ
Ｕ
ｑ
■
Ⅱ
Ｊ
Ｖ
Ｐ
ｌ
ｎ
⑪
Ｐ
。
●
■
■
５
０
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
６
０
■
０
■
■
０
●
■
■
拳
動
萬
一
一
一
モ
不
都
合
ヲ
生
ズ
ル
ガ
加
キ
事
ナ
キ
様
特
一
一
注
意
ア
レ
動
と
警
告
を
震
し
て
ゐ
る
の
は
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
條
約
の
直
後
の
こ
と
で
あ
ら
驍
う
・
噸
尚
又
、
「
武
夫
原
頭
」
や
「
そ
れ
北
韓
」
の
如
き
も
、
「
そ
れ
北
韓
の
白
雲
の
排
に
血
潮
そ
め
し
は
何
故
ぞ
朔
北
風
は
寒
く
し
て
白
草
原
の
月
す
ご
悪
利
く
屍
つ
み
し
は
何
故
ぞ
Ｌ
以
下
三
節
の
歌
は
、
時
代
の
反
映
と
観
る
べ
武
氏
く
、
三
十
八
年
十
月
の
韓
校
事
件
、
（
龍
南
會
雑
誌
第
百
十
八
號
「
縛
校
事
四
十
年
六
月
の
禁
酒
條
項
艤
止
、
四
十
一
年
一
月
九
日
に
は
櫻
井
校
長
の
静
氏■￣
た ぴゆろ力』 そ＜ さんりょ の圭
ｆＬさし マ う つるｉふうょねし
武
夫
原
頭
に
草
萠
え
て
龍
田
の
山
に
秋
逝
い
て
高
く
鐸
ゆ
る
三
寮
の
一
一
一
そ
れ
西
海
の
一
聖
地
健
兒
が
胸
に
青
春
の
そ
の
剛
健
の
質
な
り
て
時
潮
の
め
ぐ
り
た
ゆ
み
な
く
恩
や
狂
ふ
胡
北
の
地
斬
魔
の
劔
一
音
さ
え
て
四
時
懇
に
し
て
義
を
思
ひ
あ
輯
新
興
の
気
を
負
ひ
て
思
は
馳
す
る
木
詔
の
五
さ
ら
ば
我
友
叫
ば
ず
や
具
よ
龍
南
に
一
道
の
青
年
の
名
に
力
あ
り
文
部
大
臣
久
保
田
讓
□
‐
‐
↑
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
‐
一
一
■
『
・
‐
弛
上
了
守
可
東
京
帝
國
大
學
寄
贈
之
歌
雪
生
徒
一
一
一
ハ
’
’
一
一
一
一
ハ
｜
’
塵
世
に
節
を
偲
ぶ
か
な
浮
華
の
巷
に
わ
れ
立
て
ば
流
風
薫
る
銀
杏
城
時
と
人
と
を
論
す
べ
く
正
氣
あ
り
て
ぞ
日
の
本
の
二
十
世
紀
に
光
あ
り
移
り
て
こ
シ
に
十
年
の
断
雲
乱
れ
飛
ぶ
所
ろ
フ
プ
の
末
路
今
ぞ
見
る
濁
世
の
波
を
と
は
に
せ
き
意
熟
や
溢
ろ
湧
五
高
魂
玲
識
て
ら
す
人
の
道
花
の
香
廿
く
夢
に
入
り
雁
が
一
昔
遠
き
月
影
に
歴
史
や
う
つ
る
十
四
年
ｕ
ｆ
ｔ
日
用
。
Ⅱ
４２
０
Ｐ
←
１
』
回
戦
後
の
校
風
戊
申
詔
書
と
賞
時
の
肚
會
情
勢
日
露
戦
争
は
、
日
東
帝
國
を
し
て
一
躍
世
界
の
一
等
國
た
ら
し
め
、
鮮
滿
に
於
け
る
権
益
は
、
増
大
確
認
せ
ら
れ
、
や
が
て
日
韓
併
合
が
賞
現
し
て
、
東
亜
の
盟
主
た
る
國
力
は
、
年
と
共
に
養
は
れ
て
行
っ
た
。
さ
り
な
が
ら
、
我
が
國
の
世
界
的
躍
進
は
、
動
も
す
れ
ば
戦
捷
の
氣
分
に
酢
は
し
む
る
と
共
に
、
又
一
面
欧
米
の
文
化
思
想
の
流
入
を
促
し
、
翻
鐸
書
は
雨
後
の
筍
の
如
く
世
に
現
れ
、
最
も
感
受
性
に
富
め
る
青
年
子
弟
を
躯
り
て
、
そ
の
渦
中
に
捲
き
込
ま
ず
ん
は
止
ま
ざ
る
の
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
「
武
夫
原
頭
Ｌ
の
歌
に
見
出
す
。
雑
誌
第
百
十
七
號
の
「
噸
々
録
□
）
覺
醒
の
時
は
來
れ
り
」
の
題
下
に
、
（
前
略
）
夕
暮
學
寮
の
畔
に
道
へ
ぱ
高
く
秋
風
に
噺
い
て
、
龍
南
一
道
の
正
氣
以
て
一
一
十
世
紀
に
光
彌
を
與
へ
扶
桑
幾
萬
の
青
年
に
活
力
を
與
ふ
る
に
足
れ
り
と
歌
ふ
鑿
あ
ろ
を
鱸
く
。
鳴
呼
咀
冬
へ
含
哉
こ
の
歌
。
汝
の
綺
羅
な
る
文
字
は
校
友
を
鳧
腿
す
る
に
あ
ら
す
叱
吃
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
校
友
の
虚
榮
心
に
詔
談
し
自
負
心
を
煽
動
す
る
所
の
も
の
也
。
僕
は
直
裁
に
白
す
、
今
や
五
高
魂
と
は
何
ぞ
や
と
云
ふ
が
如
き
穿
鑿
は
す
で
に
無
用
に
歸
せ
り
、
何
と
な
れ
ば
五
高
魂
、
五
高
校
風
、
龍
南
生
氣
と
云
ふ
か
如
き
も
の
は
す
で
に
其
存
在
を
夫
ひ
た
れ
ば
也
・
僕
の
露
骨
を
責
む
る
こ
と
勿
れ
。
今
や
舞
文
曲
筆
の
時
に
あ
ら
ず
し
て
飾
り
な
き
眞
理
を
直
言
す
可
き
時
な
れ
ば
也
。
（
下
略
）
第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期
二
六
五
、
に
溺
れ
、
薄
十
と
記
し
て
る
ろ
。
と
論
じ
、
龍
南
會
雑
誌
第
百
一
一
十
七
號
（
四
十
一
年
十
一
月
三
日
發
行
）
に
は
、
「
謹
む
で
聖
詔
を
拝
讃
す
」
と
題
し
て
、
夫
れ
、
｜
國
の
盛
一
麦
は
青
年
の
元
氣
に
係
る
。
青
年
の
氣
燃
ゆ
る
所
、
邦
家
榮
え
、
青
年
の
氣
一
童
ふ
る
所
嗣
國
亡
ぶ
。
浅
薄
な
る
個
人
主
義
に
魅
せ
ら
れ
、
根
抵
な
き
祗
會
主
義
に
迷
ひ
、
所
謂
自
然
主
義
に
酔
ひ
、
浩
を
と
し
て
箸
侈
に
染
み
、
婬
快
に
溺
れ
、
薄
志
弱
行
、
氣
衰
へ
熱
冷
め
、
｜
片
邦
家
を
蘂
ふ
る
の
念
を
見
ざ
る
、
是
れ
邦
下
青
年
の
現
状
に
あ
ら
す
や
。
唱
道
で
あ
る
。
自
然
主
義
は
先
づ
文
藝
上
の
思
潮
と
し
て
現
れ
、
文
壇
は
一
時
殆
ど
自
然
主
義
派
の
猫
占
の
姿
を
呈
し
た
が
此
の
風
潮
に
反
抗
し
て
反
自
然
主
義
を
唱
へ
る
者
も
出
て
盛
に
自
然
主
義
を
攻
撃
し
た
。
戦
後
に
於
け
る
宗
教
問
題
の
一
と
し
て
論
壇
に
奇
観
を
呈
し
た
の
は
、
綱
島
梁
川
の
發
表
し
た
所
謂
見
耐
の
實
験
で
あ
る
。
（
中
略
）
次
に
伊
藤
證
信
、
河
上
肇
等
に
よ
っ
て
唱
道
せ
ら
れ
た
無
我
の
愛
も
當
時
の
思
想
界
に
於
け
る
一
問
題
と
な
っ
た
。
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円
内
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て
四
十
一
年
十
月
十
三
日
に
は
、
長
Ｊ
鍼
く
も
戊
申
詔
雲
目
を
拝
調
し
た
の
で
あ
る
が
、
癖
肚
會
風
識
の
頽
麿
は
、
漏
り
我
が
龍
南
の
小
天
ｒ輝
地
の
み
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
識
澪
育
五
十
年
史
第
六
章
第
五
期
概
説
に
も
、
魂
署
侈
浮
華
の
風
を
生
じ
、
物
質
萬
龍
主
義
に
氏罐
傾
い
た
肚
會
の
中
か
ら
は
極
左
の
思
想
が
現
れ
た
。
赴
く
の
最
も
著
し
い
も
の
は
自
然
主
義
庶
務
課
１日刑刈‐扣附心Ⅱ‐’２叩炉刑トルト０℃０ｍ拭く池功し□呵凋化珀、爪
第百十九號には、「校友堕落の風聞－－と題して、
三月五日、校長正午校長室に龍南會新奮委員を引見し、蕾委員に過去の勢を謝し、新委員に將來の努力を望み
・祗會の耳目が學校の風紀問題に集らむとする理由、五高が文王を待たずして興らざる可からざる希望を述べ、
更に改めて曰く。近時いたく予の榊經を刺戟したる事あり。一昨日の九州日々新聞に、本校生徒の風紀に關し
學校は生徒の智穗を養成せんが爲に存在する事はあまり明白なり。恐くこれに異議ある者はあらざる可し。或
者は國家の要求に應かべき有用の村を成すを以て目的とすべく、或者は個性の護展を以て目的とすべし。しか
も未だ學校が外聞の鴬に存在し、文部省の命令の爲に存在する論を聞かざるなり。（中略）煩悶、意氣錆沈、箸
侈、肚會主義之れが矯正豈彼の風紀嚴粛と云ふ如き手輕なる事に依りて得べけむや。（下略）
今一つ第百十八號雑報の可校風管見（三ピを引いて見れば、
（前略）「死せる平和」は宗教家の間のみにあらざる也。（中略）龍南の文壇さりとはさびれたる哉。（中略）この下
等なる快楽主義者に與せむよりは、記者は筒彼の滑稽なる修養家を慕ふの念に樫へざる也。（中略）龍南の演壇
の寂蓼を感ずること亦甚し（中略）運動界を見るも庭球部の氣焔高言あれど、野球部は將さに衰滅に蹄せむと
し、盤創、柔道、短艇麦へたりと雄も進歩の跡はあらす。故に記者は「死せる平和」と云ふ。（中略）國家が運
命を賭しての大戦中、國民教育の名の下に陶冶せられつシある青年畢生は著しく愛國家にあらざりしにあらず
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次項「校風管見（ニピには．
と新校長に敬愛の念を表してゐるが、第百二十號の「龍南一束」には、
（前略）勿論去年九月以來の事件は、正しく吾五高の一大革命に非すやと、然ｂ革命と云へば之亦革命の一なる
べし。而も之れ局部的革命なりき、偶發的革命なりき・吾人の所謂總艦的革命は與らか。見よ其以後に於て
は、果して革命に必然随伴し來るべ雪何等建設の新曙光を認識し得たりしや、（中略）
故に曰く龍南の革命時代否革命準備時代は、正しく今日にありと。（中略）
松浦新校長の就任以來、鋭意我校の改善發展に志し、以て吾校として天下高等學校の模範たらしめんとす。吾
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甚快からぬ記事あるを見たり。果して事實なりとせば賞に不幸也。殊に予の公憤に鍵へざりしは、白三催の校
帽が杜會の潮弄の標的となり果てたるに在り。これ賞に悲芯べきに非かや。白三條は本校の精榊也。予が一身
上の非難の如きは以て頂門の一針とせん。學校の精榊に對するこの打撃には、子が心惜まざらんとすろを得ざ
りし也。予の燭力の奈何ともすべからざる所なれば、希くば藷君と協力同心して校風發揚の事に努力せんと、
所感として陳述せらるシ間に吾人に對する希望の溢ろシを見たり。校長が風紀問題に關して一部の代表的生徒
に所感を述べられたるは、記者が最も快しとする也。記者は校長が襟懐を開いて、生徒と校風の事を語られた
るに對し、何となく平素の希望の充されたろ感止む能はす。祝んや謙遜にして靜平なる談話の間に、その熱心
と至誠と叉遺憾なく讃まれ仁ろをや。校長の意のある所、規則を以て學校を支配せず、徳化を以て生徒を感化
せんとするに在るべく、かくて始めて學校生徒間に重鍵する障壁を打破し、春風の間に事件の解決せらるシを
や。（下略）
得ん。（下略）
夕
一一一ハーハ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
‐
Ｉ
１
１
１
龍南皿とは賞に之れ、我が七百健兒が朝に夕に精勵、榊身を錬り以って他日雲に駕し、天に駆けるべく一一一歳
の月日を還る第五高等學校の名なり。吾人龍南てふ一語を耳にする毎に、龍の雲に駕し、虎の麟野に聯くを恩
ふ。然るに、昨年末に至り、我校の門前・突然一新建築を生じ、屋上露をしく龍南櫻と褐ぐ、吾人は賞に奇異の感
と嫌悪の念を以て之を迎へたり。而して龍南櫻の名尚忍ぶべし、傍害して腰掛一ぱいと云ふに至っては賞に
我が校を辱しめたるものなり。
免すべからず断じて菟すべからす、鼓をならして責むく言なり。（下略）
と憤慨し、第百一一十六號（四十一年六月十八日發行）の「片を」には、
○教授のつめ襟は減少する傾向を示し、はいから氣取の畢生は、増加すべき傾向を示す、この減少と増加とは
たず一一つの事實のみ、何等因果的關係の、この間に伏在するかは吾人の知る所にあらず
た三一つの事實のみ、戸
と郷楡してゐるのである。
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人墓に同感に榧ざる所なり。而して其政策の第一着歩として具現せられたるものは、即ち捲任教官制度なり。
今や杜會の風教霊く弛慶し友誼淡含事水の如く、師弟の間又沓として呉越の人の如し。當年死生の間に出入し
難難相濟ひたる師弟の美風、今將尤何れの虚ぞ。措任教官制度の生じたる深因正に此中にあり。（中略）吾人は
之を以て叉一種の彌縫姑息の手段たるに過ぎざるものとなさんとす。由來師弟雨着間に於ける交情の如何の如
き、生徒操行改善の如き、皆是れ人間内在の幽玄なる心的問題に鴎するものにして軍に此等形式的制度を待っ
て始めて決せらるべきものに非ざるなり。規則と云ひ法律と云ひ軍に一片の装飾的空文に過ぎず。龍南八百の
人愚昧多く事理に暗言ものあるべしと雌、楢且多少の信念と主義とを包有す。忠君愛國と云ふか如き平明なる
道徳律を迄、｜他人の注意によりて始めて意識するが如くに繭く、愚鈍なりとは恩はれざるなり・此間之消息は
偏に生徒個々の自治的精祁によりてのみ解決せらる此を外にして又何物の干渉か之れ有らん。上來の事或は三巨
人の曲解偏見に属すべし、（中略）吾人は切に吾人が言の曲解偏見となり了せん事を希ひて止ます。（下略）
第百一一十一一號（四十年十月一一一十一日發行）の「顯晦録（一ピには、
（前略）忘れもしない一時教育者間で喧しい問題となった、我校の改革事件は丁度去年の今頃であった。（中略）
マ■
這の改革事件に連》臭し、色々の副産物が護生したが、就中最近に現はれたのが新任生徒監制度である。而も恐
らく四人程の生徒監を頭に戴かねばならぬ様になった虚は、至國の高等學校を通じて我校のみだらう・餘程文
部省の滴癩玉に障ったものと見える、（下略）
と記し、第百一一十五銃（四十一年四月三十日發行）には、「龍南櫻の設立に就いて」と題して，
更に第百一一十九號（四十一一年一一月二十八日發行）には、「時代と青主ｕと題して、
一一一、倫理主義の一一一派
絃に自分が云ふのも、時代青年と尤も交渉の深い肚會人士の一方面に起った人生観の三派である。新ロマンチ
ックの倫理観・平凡主義。虚無主義の倫理観。動揺せる青年思潮は漸く古い倫理を棄て、新しい空氣圏に入ら
うとする・優勝なる意志の憧僚、魍烈なる刺戟の欲求。吾以上の吾も無く、吾以外の吾も無いと感じた刹那に
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校規の諭
書と評議
員規程・
鰍臘輔糊
員服務細
則・描任
教室規程
明治天皇
御
異
例
と
螂鯛鮒伺
教育勅語
發布第二
十周年記
念式杉山教授
在職二十
年祝賀倉
創立第二
十周年記
念式 剛毅
木
説
諭是非
而して學校當局に於ては、一一一十九年六月十一一一日、評議員規程を設け、同六月十一一一日、教授會規程を定め、同十一
月七日、事務員服務細則を作る等、大いに内容の改善に力めたのであるが、四十年一一月一一十八日の教授會に於て
は、風紀取締品性陶冶の件に關して討議し、松浦校長は、先般保證人廃止に件ふ師弟間の情誼を厚うする爲に、
それに代るべき何等かの方法を講じたいと内意を漏し、諸教授よりは、従来の監督は殆ど効用なきこと、禁酒問
題の實行難なること、生徒には可成干渉的虚置は行はざること、生徒監督訓育の方法としては、保證人に代るべ
きものとして、生徒等の総故ある教官を求めて、教官に依頼し、父兄の書状を持ち、教官の承諾を得て届出づく
含こと等の意見が出て、この方法等の取調起草委員として、投票に依りて七名に依頼し、三月七日の教授會に於
ては、由比教頭より、教務課に於て作成せる案文に就き、如上の委員會に於て討議せる結果を發表し、更に検討
した後、擴任教官規程一一催を定めた。又、九月十一日の教授會に於ては、校長より，入墨宣誓の式を慶して、本
年より賞行することに定めたが、宣誓箇條は、そのま夢存在すろを以て、尚十分に服贋誤解なからしめたし、と
通知するところがあった。而して由比教頭の剛毅木衲論（第百二十九號）が紙上を飾るかと思へば、第百一一一十四
『ｂ
號（四十一一一年一一月一一十八日發行）には、「新しい地盤に立て」と題して、「剛毅朴調を骨董屋の土蔵の中に葬って
終いたいと恩ふ」ど叫ぶ者も出てゐるが、四十三年十月十日には、創立第一一十周年記念式を筆行して、來賓総代
細川侯爵の懇篤なる祀詞があり、十月三十日には、教育勅語發布第一一十周年記念式を筆行して、川路熊本縣知事
の推學せる菊池郡城北小學校長菊川熊太郎氏の、小學校教育に關する懇切にして趣味深き講話が、龍南人に大い
なる感激を以て傾轤せられたこと、十一月三日の杉山教授在職廿年腿賀會、四十四年五月十九日に於ける校風及
び集會新規則に關する臨時漬説會、四十五年一一月某日、縣臓に於ける熊本畢生保護會議等も、絃に記すべき事柄
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○
起る、憂悶、寂婁は宗教の呪咀と成り、同情の敵覗と成って、何慶迄も、自己を護展さして行かねばならぬ。
何やら重い重い無形の鉛が、青年の心を塵し付ける。之を排除して特立潤歩、孤影を天地人間の巷に投じて、
『ｂ
捲く迄、其の隻影の印象を躯くせねば已まい。（下略）
と。又「潤座偶語局一□には、
○賞にや英雄崇拝の風地を梯ひ、上下皆随劣なる自意識の中に窒居屈座して、以て自我の發展と呼ぶ・億自我
か自我か。彼等貧弱なる識と偏狭なる才とを以て憐れむ可き自我を伸さんとす。
と論難し、第百一一一十號（四十一一年一一一月一一一十一日發行）の「龍南時言」には、
○自然主義讃美の鑿は攻撃と共に梢屏息せるもの輯如し、論議に倦みたるにや・只此の主義が天下青年の思潮
感情を支配せる事は確に一の事實也、而して吾人之を悲まず、時代思潮推移の過渡期に晃かるべからざる現象
たれば也・
であらう。
明治天皇御異例に就いては、七月一一十一一一日、松浦校長の名を以て、宮内大臣宛、「謎ミテ天機ヲ伺上奉ル右
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かくして時代は、明治より大正に移って行った。
第七節御大葬と桃山御陵参拝附献木竝に皇太后陛下の御大葬
『‐－０ｒ、■■．．｜■■ｒＰ０ｌｑ－△■Ｐｌ■』■●，‐■■▽・ＢＢｎ小仙Ｌ■■・巳Ｐ０ｐＬロ日田Ⅱ■刀佃らＩりし。｜ＵＪＣ公■ｌＩＣ〃て■□ｐ７Ｉ０ｑＤＥｐも６，■ロ■Ｐ’七口■■□且■ケ』印■丁字■ロ日■▽巳■ｆ■■■■ｂ■●■■■■■且、■ｂＤＤＬ７ｂ■■７６７０．５
